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く結果及び考察>BP(n~<o1 は 50s では 1.0.8 土 0.7切であ
ったが、 60s、7Cぬでは;有意 (50svs 60s pく0.05，50s vs 70s， 




て60s(10.9こt1.8mmHg)， 70s (9むこと 2針nmHg)では低く
なる傾向を示した。また、負荷増加に対する血底上昇率
{立、 BP抑制以下の魚荷では 70sが低くなる鎮向を示した
が、 BPm''{以上の負荷では年齢関iこ持i塞は見られなかっ
た。したがって高齢群では低負携においては負待繕加に
対する血圧応答は小さいが、血Lf.急上昇は低い負荷から
恕こることが示された。上腕動燃.lf!均血液速度は、 3年
齢君事とも、運動魚祷が増加しでも有意な変化を示さなか
った。また、運動中の平均血流速度の平均縫iこは 3群照
iこ有意。楚{、よなかったわしかし、運動終了陸後の血流速度
i土、負荷が大きくなるに従って増加し、その穫は 50sに
比べて 60sと70sの方が低かったむ訟に、負揖リリース
による平均車減速度の変化分を求めて 3年齢群簡で比較
した。平均1ÍlL流速度の変化分は負荷と年齢の i埼饗~Hこ対
して有意に変化した。すなわち、血流速度の変化分は負
請が大きくなるほど有意に高くなるが、年齢の高い群で
はその増加がIJ、さいことがわかった。本研究では年齢を
関わず、物理的iこ…定強度の負荷を与えて運動を行わせ
ているので、高齢者ほど一定穀力発機後の血流増加撃が
小さいことになる。したがって、高齢者では筋活動中止
後の血流増加撃の小さいことが、次の負椅運動中の綴代
議tiニ影響し、それが低強度から拠圧を上昇させる-~に
なったのではないかと考えられるひ
(本研究は科学技術庁接輿鶏撃費iこより行ったものである)
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